
は
じ
め
に

世
界
遺
産
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
に
関
わ
る
調
査
研
究
は
、

福
岡
県
・
宗
像
市
・
福
津
市
・
宗
像
大
社
か
ら
な
る
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
令
和
五
年
度
に
本
遺
産
群
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
各
調
査
研
究
の
概
要
を
以

下
に
報
告
す
る
。

一
　
特
別
調
査
研
究
事
業

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
際
の
勧
告
に
も
と
づ
き
、
本
遺
産
群
に
関
わ
る
古
代
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
航
海
や
交
流
、
祭
祀
・
信
仰
を
テ
ー
マ
と
し
た
調
査
研
究
を
二
〇
一
八

年
よ
り
二
〇
二
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
行
っ
た
。
今
年
度
は
、
そ
の
成
果
を
国
内
外
に

広
く
共
有
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
活
動
を
行
っ
た
。

国
内
向
け
に
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
に
行
わ
れ
た
成
果
報
告
会
の
講
演
動
画
を
編
集

し
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
二
四
年
二
月
に
は
、
成
果
報

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
に
関
わ
る
調
査
研
究
事
業

《
調
査
研
究
事
業
》

二
〇
二
三
年
度
調
査
概
要

告
会
で
の
講
演
を
元
に
し
た
一
般
書
『
世
界
遺
産　

宗
像
・
沖
ノ
島
―
み
え
て
き
た
「
神

宿
る
島
」
の
実
像
―
』
が
吉
川
弘
文
館
よ
り
発
刊
さ
れ
た
。

国
外
向
け
に
は
、
英
語
版
の
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
広
く
周
知
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
U
R
L
を
掲
載
し
た
付
箋
を
国
外
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
に
て
配
布

し
て
広
報
を
行
っ
た
。
二
〇
二
二
年
九
月
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ド
ニ
ー
で
開
始

さ
れ
た
イ
コ
モ
ス
第
二
十
一
回
総
会
お
よ
び
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
リ
ヤ
ド
で
開
催
さ
れ

た
第
四
十
五
回
世
界
遺
産
委
員
会
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
五
回
世
界
遺
産
サ
イ

ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
成
果
報
告
書
の
概
要
を
翻
訳
し
、
出
版
を
行
う
。
英
語
版
の
成
果
報
告
書
は

関
係
者
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
。

令
和
六
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
元
に
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
さ
ら
な
る

検
討
を
進
め
る
た
め
の
新
た
な
特
別
研
究
事
業
へ
の
着
手
を
予
定
し
て
い
る
。

�

（
福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室
・
岡
寺
未
幾
）
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二
　
宗
像
大
社
に
か
か
る
調
査
研
究

（
一
）
考
古
資
料

考
古
資
料
の
調
査
・
整
理
作
業
は
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
宗
像
大
社
・
宗
像
市
文
化

財
課
を
中
心
と
し
て
、
福
岡
県
文
化
財
保
護
課
、
同
世
界
遺
産
室
、
同
九
州
歴
史
資
料

館
、
宗
像
市
世
界
遺
産
課
で
行
っ
て
い
る
。

ア
．
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
の
奉
献
品
の
保
存
管
理

宗
像
大
社
が
事
業
主
体
と
な
り
「
国
宝
宗
像
大
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
出
土
品
保
存
修

理
事
業
」
を
実
施
し
た
。
本
事
業
は
、
平
成
二
七
年
度
か
ら
Ⅲ
期
一
〇
年
計
画
で
進
め

て
お
り
、
本
年
度
は
Ⅲ
期
三
年
目
に
あ
た
る
。
四
号
遺
跡
ほ
か
経
年
劣
化
の
著
し
い
二

四
品
目
（
計
一
五
八
点
）
の
保
存
修
理
、
保
存
台
図
面
作
成
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
令
和
四
年
度
か
ら
宗
像
大
社
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
「
国
宝
福

岡
県
宗
像
大
社
沖
津
宮
出
土
品
な
ら
び
に
国
宝
伝
福
岡
県
宗
像
大
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡

出
土
品
保
存
活
用
計
画
」
は
、
策
定
が
終
了
し
た
。
計
画
期
間
は
文
化
庁
の
認
定
を
受

け
た
日
か
ら
一
一
年
後
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

�

（
宗
像
市
世
界
遺
産
課
・
白
木
英
敏
）

イ
．
国
宝
管
理
台
帳

国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
の
管
理
台
帳
に
つ
い
て
は
更
新
作
業
を
継
続
し
て
い
る
。
国
宝

管
理
台
帳
の
基
本
台
帳
・
土
器
台
帳
・
貸
出
履
歴
・
保
存
処
理
履
歴
に
つ
い
て
確
認
・

更
新
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

ウ
．
土
器
詳
細
遺
物
台
帳
の
作
成

二
〇
一
七
年
度
よ
り
、
報
告
書
に
基
づ
く
土
器
詳
細
遺
物
台
帳
の
作
成
作
業
を
九
州

大
学
考
古
学
研
究
室
と
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
の
作
業
は
、
二
〇
二
三
年
七
月
二
十
二

日
か
ら
二
〇
二
四
年
三
月
下
旬
ま
で
に
計
一
二
回
実
施
し
た
。

二
〇
二
二
年
度
末
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
調
査
報
告
書
と
照
合
で
き
な
か
っ
た
土
器
・
土

製
品
資
料
（
以
下
、「
未
照
合
品
」
と
表
す
）
す
べ
て
に
つ
い
て
台
帳
化
作
業
が
終
了
し
、

作
成
資
料
の
内
容
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
報
告
書
と
照
合
で
き
た
土
器
・
土
製
品
資

料
（
以
下
、「
照
合
品
」
と
表
す
）
と
未
照
合
品
の
重
複
が
判
明
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

作
成
し
て
き
た
一
覧
表
・
台
帳
カ
ー
ド
・
個
体
カ
ー
ド
の
内
容
見
直
し
を
実
施
し
た
。

二
〇
二
三
年
度
も
、
引
き
続
き
、
一
連
の
台
帳
化
作
業
を
終
え
た
照
合
品
二
一
一
点

と
未
照
合
品
一
六
一
点
に
つ
い
て
、
一
覧
表
・
個
体
カ
ー
ド
の
内
容
見
直
し
作
業
を

行
っ
た
（
二
〇
二
四
年
一
月
現
在
）。
台
帳
カ
ー
ド
は
修
正
が
必
要
な
部
分
が
多
い
た

め
、
一
覧
表
を
確
実
に
修
正
し
た
後
、
見
直
す
こ
と
に
し
た
。
本
作
業
で
は
、
照
合
品

と
未
照
合
品
の
重
複
、
誤
っ
て
未
照
合
品
と
さ
れ
た
照
合
品
の
抽
出
、
作
成
資
料
の
記

入
ミ
ス
、
表
記
の
不
統
一
な
ど
新
た
な
課
題
を
確
認
し
、
修
正
や
調
整
を
行
っ
た
。
ま

た
、
照
合
品
に
未
作
成
台
帳
カ
ー
ド
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

二
〇
二
四
年
三
月
、
関
係
者
で
協
議
し
、
今
年
度
作
業
の
進
捗
と
来
年
度
の
作
業
内

容
を
確
認
し
た
。�

（
宗
像
大
社
文
化
局　

福
嶋
真
貴
子
）

エ
．
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
関
連
す
る
写
真
・
図
面
資
料

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
学
術
調
査
に
か
か
る
写
真
お
よ
び
図
面
な
ど
記
録
類
に
つ
い
て

は
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
進
め
て
き
た
。
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
デ
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ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
整
理
作
業
を
行
な
っ
た
。

（
二
）
文
献
資
料

二
〇
一
七
年
度
か
ら
継
続
し
て
「
宗
像
清
文
氏
奉
納
文
書
」
の
う
ち
書
簡
・
公
文
書

な
ど
の
一
紙
も
の
の
目
録
作
成
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ
り
作
業
の
実
施
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
今
年
度

は
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
五
回
の
作
業
が
実
施
さ
れ
、
年
度
中
に
あ
と
三
回
実
施
の

予
定
で
あ
る
。

作
業
は
宗
像
大
社
文
化
局
に
加
え
、
九
州
国
立
博
物
館
（
福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
）、
九
州
歴
史
資
料
館
が
協
力
し
て
行
い
、
成
果
は
新
修
宗
像
市
史
編
纂

室
と
も
共
有
し
て
い
る
。
作
業
は
来
年
度
も
継
続
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

�

（
宗
像
大
社
文
化
局
・
津
江
聡
実
）

（
三
）
経
過
観
察

ア
．「
宗
像
神
社
境
内
」
全
体
に
関
す
る
調
査

宗
像
大
社
沖
津
宮
で
あ
る
沖
ノ
島
、
小
屋
島
、
御
門
柱
、
天
狗
岩
の
構
成
資
産
に
つ

い
て
は
、
周
辺
海
域
を
含
め
た
釣
人
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
十
回
（
一
月
八
日

（
日
）・
三
月
十
九
日
（
日
）・
四
月
二
十
八
日
（
金
）・
五
月
二
十
七
日
（
土
）・
六
月

十
七
日
（
土
）・
八
月
五
日
（
土
）・
九
月
十
六
日
（
土
）・
十
月
二
十
二
日
（
日
）・
十

一
月
二
十
二
日
（
日
）・
十
二
月
二
十
四
日
（
日
））
に
実
施
し
た
。
そ
の
内
、
十
月
二

十
二
日
（
日
）
と
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
に
は
各
祭
祀
遺
跡
の
詳
細
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
四
月
十
二
日
（
水
）
か
ら
十
三
日
（
木
）
に
は
、
カ
ン

ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
営
巣
調
査
に
同
行
し
、
小
屋
島
の
植
生
や
新
た
に
登
記
さ
れ
た
岩

礁
確
認
、
釣
人
が
与
え
る
影
響
な
ど
を
確
認
し
た
。

中
津
宮
で
は
、
十
一
月
二
十
五
日
（
土
）
に
実
施
し
た
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会
と
宗
像
市
世
界
遺
産
市
民
の
会
（
以
下
、
市
民
の

会
）
が
主
催
す
る
資
産
周
辺
（
沖
津
宮
遙
拝
所
周
辺
の
海
岸
・
か
ん
す
海
水
浴
場
・
御

嶽
山
展
望
台
）
の
清
掃
活
動
に
合
わ
せ
御
嶽
山
祭
祀
遺
跡
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

行
っ
た
。

辺
津
宮
で
は
、
十
月
四
日
（
水
）
に
市
民
の
会
と
と
も
に
資
産
の
見
回
り
活
動
を
実

施
、十
二
月
十
三
日
（
水
）
に
は
下
高
宮
祭
祀
遺
跡
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

現
地
調
査
関
係
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

宗
像
市
世
界
遺
産
課　

合
島
賢
二　

伊
豆
剛　

岡
崇　

花
田
雄
二　

向
井
浩
太

　
　
　

総
務
課　
　
　

徳
永
淳

　
　
　

秘
書
政
策
課　

一
番
ヶ
瀬
拓
也

福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室　

正
田
実
知
彦

イ
．
宗
像
大
社
沖
津
宮
の
調
査

沖
ノ
島
の
調
査

九
号
遺
跡
、
一
〇
号
遺
跡
、
一
〇
号
東
側
遺
跡
に
お
け
る
遺
物
の
出
土
状
況
に
つ
い

て
重
点
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
専
門
家
会
議
に
お
い
て
出
土

遺
物
の
取
り
扱
い
方
針
を
定
め
た
上
で
、
宗
像
大
社
の
承
諾
を
得
て
金
銅
製
品
な
ど
の

保
護
措
置
を
行
っ
た
。
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今
年
の
調
査
で
は
、
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
が
沖
ノ
島
に
戻
っ
て
き

て
巣
穴
を
再
掘
削
す
る
時
と
十
月
か
ら
十
一
月
の
巣
立
ち
の
時
期
を
迎
え
る
こ
ろ
に
遺
物
の

露
出
が
顕
著
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

N
T
T
ド
コ
モ
に
よ
る
配
線
工
事
が
祭
祀
遺
跡
よ
り
上
方
部
分
の
一
ノ
岳
ま
で
の

区
間
で
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
、
昨
年
の
台
風
で
倒
壊
し
た
み
そ
ぎ
場
の
小
屋
は
、
十
一
月
九
日
（
木
）
に
実

施
さ
れ
た
氏
子
青
年
会
に
よ
る
奉
仕
活
動
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
た
。

鳥
居
上
の
巨
岩
対
策
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
六
日
（
土
）
に
福
岡
農
林
事
務
所
が
現

地
調
査
を
実
施
し
、
今
後
の
対
応
策
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
人
為
的
な
撤
去
は
行

わ
な
い
と
の
判
断
に
至
っ
た
。

小
屋
島
の
調
査

小
屋
島
の
調
査
で
は
、
数
羽
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
た
。
植

生
は
、
低
木
層
の
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
・
ト
ベ
ラ
・
ハ
マ
ヒ
サ
カ
キ
・
マ
サ
キ
と
低
層
草
本

の
オ
ニ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
・
ニ
オ
ウ
ヤ
ブ
マ
オ
・
ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
・
ホ
ソ
バ
ワ
ダ
ン
・
テ

リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
・
ハ
マ
ボ
ッ
ス
・
ダ
ル
マ
ギ
ク
・
ヒ
ゲ
ス
ゲ
の
生
育
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
た
に
登
記
さ
れ
た
宗
像
市
大
島
字
小
屋
島
三
〇
〇
〇
番
地
・
三
〇
〇
一
番
地
・

三
〇
〇
二
番
地
・
三
〇
〇
三
番
地
・
三
〇
〇
四
番
地
・
三
〇
〇
五
番
地
・
三
〇
〇
六
番

地
・
三
〇
〇
七
番
地
・
三
〇
〇
八
番
地
・
三
〇
〇
九
番
地
・
三
〇
一
〇
番
地
の
撮
影
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
岩
礁
に
散
ら
ば
っ
た
撒
き
餌
の
状
況
や
鉄
杭
の
打
ち
込
み
、
石
鯛

釣
用
と
思
わ
れ
る
ネ
ジ
の
複
数
の
差
し
込
み
痕
な
ど
通
常
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
観
察

で
き
な
い
改
善
す
べ
き
状
況
が
確
認
で
き
た
。

御
門
柱
の
調
査

上
陸
は
せ
ず
、
船
内
か
ら
の
目
視
で
確
認
。
大
き
な
変
化
は
な
い
。

天
狗
岩
の
調
査

上
陸
は
せ
ず
、
船
内
か
ら
の
目
視
で
確
認
。
大
き
な
変
化
は
な
い
。

沖
津
宮
遙
拝
所
の
調
査

十
一
月
二
十
五
日
（
土
）
に
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
保
存
活

用
協
議
会
と
宗
像
市
世
界
遺
産
市
民
の
会
と
の
共
同
主
催
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
た
。

二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
三
台
分
の
漂
着
ゴ
ミ
を
回
収
し
た
。

ウ
．
宗
像
大
社
中
津
宮
の
調
査

十
一
月
二
十
五
日
（
土
）
に
御
嶽
山
祭
祀
遺
跡
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

昨
年
同
様
、
御
嶽
山
山
頂
か
ら
南
側
斜
面
に
か
け
て
土
器
の
散
布
が
認
め
ら
れ
た
。

エ
．
宗
像
大
社
辺
津
宮
の
調
査

十
二
月
十
三
日
（
水
）
に
下
高
宮
祭
祀
遺
跡
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
高
宮

祭
場
の
南
側
、
上
高
宮
の
あ
る
宗
像
山
の
裾
鞍
部
よ
り
、
須
恵
器
甕
片
の
散
布
が
確
認

で
き
た
。
昨
年
か
ら
大
き
な
変
化
は
な
い
。

そ
の
他
境
内
に
お
け
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
高
宮
祭
場
の
参
道
の
一
部
が
地
下
遺
構
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
整
備
さ
れ
た
。
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・
高
宮
祭
場
の
木
柵
が
改
修
さ
れ
た
。

・
ご
神
木
「
カ
シ
ワ
ナ
ラ
」
が
害
虫
に
よ
る
被
害
を
受
け
枯
死
。
後
継
樹
を
植
栽
。

・
高
宮
祭
場
入
り
口
の
ス
ギ
と
モ
ミ
ノ
キ
に
落
雷
、
そ
の
後
伐
採
し
た
。

オ
．
そ
の
他
の
調
査

釣
人
調
査

世
界
遺
産
委
員
会
決
議
の
追
加
的
勧
告
「
無
断
の
来
訪
お
よ
び
ク
ル
ー
ズ
船
の
増
加

に
よ
る
潜
在
的
な
脅
威
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
」
に
対
応
す
る
た
め
、
沖
ノ
島
及
び
周

辺
岩
礁
を
海
岸
線
で
登
記
し
、
資
産
面
積
の
変
更
に
つ
い
て
ユ
ネ
ス
コ
に
報
告
し
た
。

現
在
、
沖
ノ
島
周
辺
岩
礁
は
磯
釣
り
客
が
利
用
し
て
い
る
が
、
今
後
上
陸
禁
止
を
含

め
た
利
用
制
限
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
年
も
、
沖
ノ
島
と
そ
の
周
辺
の
防
波
堤
や
岩
礁
、
小
屋
島
、
御
門
柱
、
天
狗
岩
に

上
陸
し
て
い
る
釣
人
の
人
数
調
査
を
、
一
月
～
十
二
月
の
間
に
十
回
実
施
し
た
。
釣
人

調
査
を
開
始
し
て
か
ら
五
年
以
上
が
経
過
す
る
が
一
向
に
釣
人
の
数
が
減
少
し
な
い
。

沖
ノ
島
視
認
調
査

沖
ノ
島
へ
の
眺
望
が
世
界
遺
産
の
価
値
の
一
つ
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
島
の
北
、

大
島
砲
台
近
く
の
ト
イ
レ
壁
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
か
ら
沖
ノ
島
の
視
認
調
査
を
二
〇
一

八
年
六
月
か
ら
開
始
し
た
。

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
一
月
以
降
視
認
度
が
低
下
し
、

四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
低
い
状
態
が
続
き
、
七
月
以
降
視
認
状
態
が
回
復
、
十
月
に

は
視
認
度
合
い
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
そ
の
後
徐
々
に
低
下
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

こ
の
傾
向
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
年
間
を
通
し
て
平
均
す
る
と
沖
ノ
島
は
、

大
島
か
ら
約
五
十
％
の
割
合
で
見
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
大
島
か
ら
沖
ノ

島
の
岩
肌
ま
で
が
く
っ
き
り
見
え
る
割
合
は
、
下
半
期
（
八
月
か
ら
十
二
月
）
に
比
較

的
高
い
こ
と
か
ら
、
沖
ノ
島
を
視
認
す
る
季
節
と
し
て
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
が
ベ
ス

ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、令
和
五
年
二
月
十
五
日
（
水
）
か
ら
三
月
六
日
（
月
）
ま
で
の
二
十
日
間
は
、

カ
メ
ラ
な
ど
の
故
障
に
よ
り
観
測
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
二
月
と
三
月
の
グ
ラ
フ
は
や

や
デ
ー
タ
不
足
の
状
態
で
表
示
さ
れ
て
い
る
が
全
体
の
傾
向
と
し
て
大
き
な
差
異
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

（
宗
像
市
世
界
遺
産
課　

岡
崇
・

  

福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室　

正
田
実
智
彦
）

三
　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
調
査

三
四
号
墳
は
、
六
世
紀
中
頃
～
後
半
に
築
造
さ
れ
た
円
墳
で
、
現
存
す
る
墳
丘
の
直

径
は
約
十
九
ｍ
、
高
さ
は
約
六
ｍ
で
あ
る
。
墳
丘
周
囲
は
開
墾
に
よ
り
平
坦
に
削
平
さ

れ
て
い
る
。
墳
丘
中
央
部
に
は
幅
三
ｍ
長
さ
六
ｍ
程
度
の
陥
没
が
あ
り
、
石
室
の
南
壁

天
井
石
付
近
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
築
造
当

時
の
規
模
や
周
溝
の
有
無
等
は
不
明
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
度
、
墳
丘
西
側
崩
落
面
の

調
査
を
行
い
、
墳
丘
盛
土
と
墓
道
を
確
認
し
た
。
二
〇
二
二
年
度
は
古
墳
の
規
模
・
形

状
を
確
認
す
る
た
め
、
墳
丘
周
囲
の
ト
レ
ン
チ
調
査
を
行
っ
た
。
二
〇
二
三
年
度
調
査

で
は
、
石
室
内
の
流
入
土
砂
の
除
去
及
び
三
次
元
計
測
を
行
っ
た
（
写
真
）。
複
室
構
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造
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
墳
丘
北
側
平
坦
面
の
表
土
除
去
及
び
遺
構
検
出

を
進
め
て
い
る
。
三
四
号
墳
の
調
査
は
令
和
六
年
度
に
継
続
し
て
実
施
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
二
基
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
た
一
五
号
墳
と
一
九
号
墳
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一

八
年
度
の
確
認
調
査
に
よ
っ
て
一
基
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
二
〇
年
度
は
追
加
の
ト
レ
ン
チ
調
査
を
実
施
し
た
。
二
〇
二
二
年
度
調
査
で
は
、
一

五
号
墳
と
一
九
号
墳
の
境
付
近
に
お
い
て
ト
レ
ン
チ
調
査
を
実
施
し
た
。
一
五
号
墳
か
ら
一

九
号
墳
に
か
け
て
連
続
す
る
土
層
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
一
九
号
墳
の
墳
頂
部
陥
没
の
腐

植
土
及
び
流
入
土
砂
を
除
去
し
、
小
型
の
石
室
を
確
認
し
た
。
二
〇
二
三
年
度
調
査
で
は
、

一
九
号
墳
の
墳
丘
土
層
の
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
は
令
和
六
年
三
月
に
終
了
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
の
結
果
発
見
さ
れ
た
古
墳
状
の
地
形
に
つ
い
て
確

認
調
査
を
進
め
て
い
る
。
ト
レ
ン
チ
調
査
の
結
果
、新
た
に
二
基
の
古
墳
を
確
認
し
た
。

古
墳
分
布
確
認
調
査
は
令
和
六
年
度
に
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

�

（
永
島
聡
士
・
福
津
市
文
化
財
課
）

四
　
そ
の
他

（
一
）
宗
像
市
管
内
遺
跡
調
査

本
年
度
の
埋
蔵
文
化
財
事
前
審
査
に
お
い
て
発
掘
調
査
に
至
っ
た
事
例
は
な
か
っ

た
。
文
化
財
調
査
報
告
書
作
成
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
・
三
年
度
に
度
現
地
調
査
、
令

和
四
年
度
に
遺
物
整
理
を
実
施
し
た
古
墳
時
代
前
期
末
か
ら
後
期
に
か
け
て
営
ま
れ
た

集
落
遺
跡
、
光
岡
六
助
遺
跡
（
五
・
六
次
調
査
）
と
宗
像
大
社
辺
津
宮
に
所
在
す
る
古

墳
時
代
中
期
の
円
墳
、
上
高
宮
古
墳
出
土
品
の
報
告
書
刊
行
を
行
っ
た
（
註
）。

（
註
） 

池
田
拓
編
二
〇
二
四
『
光
岡
六
助
』
宗
像
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八
四
集

太
田
智
編
二
〇
二
四
『
上
高
宮
古
墳
』
宗
像
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八
五
集

（
二
）
新
修
宗
像
市
史
編
纂
事
業	

本
年
度
は
、
新
修
宗
像
市
史
（
全
六
巻
）
の
第
五
巻
『
祈
り
と
ま
つ
り
』・
最
終
巻

第
六
巻
『
く
ら
し
と
生
業
』
の
編
さ
ん
及
び
刊
行
を
行
っ
た
。
本
事
業
は
、
宗
像
市
・

玄
海
町
・
大
島
村
の
合
併
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
度

か
ら
始
ま
り
、
最
終
的
に
十
年
を
要
し
本
年
度
で
終
了
し
た
。
今
後
の
新
修
市
史
編
さ

ん
成
果
の
公
開
・
活
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
編
さ
ん
業
務
を
担
っ
て
き
た
協
働
委

託
先
の
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
か
ら
世
界
遺
産
課
文
化
財
係
が
引
継
ぎ
、
実
施
す

る
こ
と
と
な
る
。�

（
白
木
英
敏
）

（
三
）
史
跡
宗
像
神
社
境
内
摂
末
社
修
理
事
業

宗
像
大
社
辺
津
宮
本
殿
・
拝
殿
の
周
囲
に
配
置
さ
れ
た
二
二
棟
の
摂
末
社
の
保
存
修

理
を
令
和
二
年
か
ら
六
年
計
画
で
行
っ
て
お
り
、
四
年
目
の
本
年
度
は
四
棟
の
保
存
修

理
を
行
っ
た
。
な
お
、
今
後
二
年
間
で
八
棟
の
修
理
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

（
四
）
福
津
市
管
内
遺
跡
調
査

今
年
度
は
五
件
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
概
要
は
、
手
光
立

花
木
遺
跡
（
縄
文
～
弥
生
、
古
代
・
集
落
）、
花
見
遺
跡
（
縄
文
～
古
墳
・
集
落
）、
在

自
西
ノ
後
遺
跡
第
七
次
（
中
世
～
近
世
初
頭
・
集
落
）、
宮
司
浜
ノ
久
保
遺
跡
第
三
地

点
（
近
世
・
集
落
）、
津
屋
崎
山
川
遺
跡
（
弥
生
～
古
墳
・
集
落
）
で
あ
る
。

�

（
松
永
通
明
・
福
津
市
文
化
財
課
）
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（
五
）
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
わ
る
調
査

二
〇
一
九
年
度
年
よ
り
本
遺
産
群
に
関
わ
る
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
化
お
よ
び
そ
の
公

開
を
推
進
す
る
事
業
を
継
続
し
て
い
る
。

今
年
度
は
国
外
向
け
解
説
映
像
作
成
の
一
環
と
し
て
、
宗
像
大
社
の
祭
事
お
よ
び
そ

れ
に
関
わ
る
地
域
住
民
と
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
学
術
調
査
関
係
者
お
よ
び
の
聞
き
取
り
を

以
下
の
通
り
行
っ
て
い
る
。

第
一
回　

古
式
祭
撮
影
・
聞
取
調
査

日
時
：
令
和
五
年
十
二
月
十
六
・
十
七
日
（
土
・
日
）

場
所
：
宗
像
大
社
辺
津
宮

第
二
回　

丸
山
八
幡
宮
祭
・
大
島
住
民
聞
き
取
り
調
査

日
時
：
令
和
六
年
一
月
二
十
一
日
（
日
）

場
所
：
つ
わ
せ
・
大
島
交
流
館

第
三
回　

宗
像
大
社
・
小
田
富
士
雄
氏
聞
取
調
査

日
時
：
令
和
六
年
一
月
二
十
九
日
（
月
）

場
所
：
宗
像
大
社
・
九
州
国
立
博
物
館

第
四
回　

西
谷　

正
氏
聞
取
調
査

日
時
：
令
和
六
年
二
月
十
五
日
（
木
）

場
所
：
海
の
道
む
な
か
た
館

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト　

M
U
N
A
K
A
T
A 

A
R
C
H
I
V
E
S
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
関
連
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
宗
像
大
社
に
関
わ

る
調
査
研
究
（
一
）
考
古
資
料
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

宗
像
大
社
関
連
古
文
書
・
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、
宗
像
大
社
文
書
第
四
巻

全
巻
の
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
を
行
な
っ
た
。

ま
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
言
語
対
応
を
進
め
る
た
め
解
説
動
画
の
中
国
語
・
韓
国
語
翻

訳
な
ど
を
実
施
し
た
。
今
後
も
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

（
六
）
公
開
講
座
に
つ
い
て

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
度
か
ら
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
公

開
講
座
を
行
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
今
後
の
本
遺
産
群
の
保
存
管
理
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
本
遺
産
群
の

保
存
管
理
関
係
者
向
け
の
研
修
を
行
な
っ
た
。

令
和
四
年
七
月
に
I
C
O
M
O
S
、
I
C
C
R
O
M
、
I
U
C
N
、
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
よ
り
出
版
さ
れ
た
「
世
界
遺
産
の
文
脈
に
お
け
る
影
響
評
価
の
た
め

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
」
を
理
解
す
る
こ
と
を
本
研
修
の
目
的
と
し
た
。

内
容
は
、
令
和
五
年
三
月
十
三
か
ら
十
五
日
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
「
世
界
遺
産
の

文
脈
に
お
け
る
影
響
評
価
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
（
I
A
W
H
23
）」（
I
C
C
R
O
M
、

I
U
C
N
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
気
候
・
環
境
省
主
催
）
で
の
研
修
内
容
を
も
と
に
、
オ
フ
ラ

イ
ン
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
研
修
を
行
な
っ
た
。

本
研
修
は
主
に
本
遺
産
群
の
関
係
者
を
対
象
と
し
、
世
界
遺
産
部
局
だ
け
で
な
く
、

構
成
資
産
に
関
わ
る
文
化
財
部
局
と
緩
衝
地
帯
に
関
わ
る
景
観
部
局
を
含
む
本
遺
産
群

の
関
係
者
が
出
席
し
た
。
あ
わ
せ
て
他
県
の
世
界
文
化
遺
産
関
係
者
に
も
広
く
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
で
公
開
し
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
多
数
の
参
加
が
あ
っ
た
。
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（
七
）
イ
コ
モ
ス
第
二
十
一
回
総
会
（
I
C
O
M
O
S 

G
A 

2
0
2
3
）
へ
の
参
加

本
会
議
は
、
令
和
五
年
八
月
三
十
一
日
（
木
）
か
ら
九
月
九
日
（
土
）
ま
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た

九
月
一
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
参
加
を
行
っ
た
。

本
来
は
令
和
二
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
的
流
行
の
た
め
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
年
越
し
で
実
施
さ

れ
た
本
会
議
に
は
世
界
中
か
ら
三
〇
〇
名
を
超
え
る
文
化
遺
産
に
関
わ
る
専
門
家
が
集

ま
っ
た
。「H

eritage Changes
（
遺
産
が
変
え
る
）」
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
代
に

起
き
て
い
る
激
動
の
変
化
を
検
証
し
、
遺
産
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
①
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
②
責
任
③
権
利
④
関
係
性
⑤Culture-N
ature Journey

の

五
つ
の
テ
ー
マ
で
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
う
ち
⑤
に
お
い
て「N

urturing 

Innovative A
lliances for Conservation: D

iversity as a Strategy

（
保
全
の

た
め
の
革
新
的
な
提
携
の
育
成: 

戦
略
と
し
て
の
多
様
性
）」
の
共
同
発
表
を
行
っ
た
。

岡
寺
未
幾
（
日
本
） 

福
岡
県
庁
＊
（
＊
は
現
地
参
加
）

Sanjeev Shankar

（
イ
ン
ド
）M

eghalaya Basin M
anagem

ent A
gency 

＊
H

ok N
ang A

lex T
am

 （
香
港
） A

rthas 

＊

Fatiha Babuly

（
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
）
イ
コ
モ
ス
・
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
＊

Fridah Joyce Chipoya

（
ザ
ン
ビ
ア
）
世
界
遺
産
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ル

N
irupa Priyadarshani （

ス
リ
ラ
ン
カ
）
ス
リ
ラ
ン
カ
考
古
省

（
八
）
第
五
回
世
界
遺
産
サ
イ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
W
H
S
M
F
23
）

世
界
遺
産
の
保
存
管
理
に
関
わ
る
サ
イ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
国
際
的
な
知
識
と
経

験
の
共
有
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
第
四

十
五
回
世
界
遺
産
委
員
会
の
サ
イ
ド
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
、
I
C
C
R
O
M
（
文
化
財
保
存
修
復
研
究
国
際
セ
ン

タ
ー
）、
I
U
C
N
（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
が
主
催
し
、
I
C
O
M
O
S
（
国
際
記

念
物
遺
跡
会
議
）
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
オ
ン
ラ
イ

ン
（
令
和
五
年
六
月
十
九
日
、
七
月
四
・
十
三
日
）
と
対
面
（
同
年
九
月
十
日
～
十
六

日　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
リ
ヤ
ド
の
ア
ル
・
フ
ァ
イ
サ
リ
ハ
ホ
テ
ル
）
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
で
行
わ
れ
た
（
写
真
一
）。
六
十
五
カ
国
九
十
二
の
世
界
遺
産
の
管
理
に
関
わ
る
専

門
家
一
〇
五
名
が
参
加
し
た
。
対
面
で
の
会
議
参
加
者
は
、
地
理
的
な
要
因
か
ら
、
ア

ラ
ブ
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
が
目
立
ち
、
北
米
・
中
南
米
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
参
加
者
は
少
な
く
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
参
加
者
は
唯
一
で
あ
っ
た
。

今
回
は
「
次
の
五
十
年
に
向
け
た
世
界
遺
産
の
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。
前

半
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
合
で
は
、
サ
イ
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
各
遺
産
で
①
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
、
②
直
面
し
て
い
る
課
題
、
③
世
界
遺
産
委
員

会
に
求
め
る
こ
と
を
出
し
合
っ
て
声
明
（Statem

ent of the 5th W
orld H

eritage 

Site M
anagers' Forum

）
を
ま
と
め
、
世
界
遺
産
委
員
会
で
報
告
さ
れ
た
。
そ
の

概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

世
界
遺
産
条
約
は
半
世
紀
に
わ
た
り
文
化
と
自
然
地
域
社
会
と
人
々
を
結
び
つ
け
遺

産
の
保
護
に
関
し
て
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
世
界
遺
産
は
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
に
武
力
紛
争
、
気
候
変
動
の
危
機
、
デ
ジ

タ
ル
格
差
の
問
題
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、

サ
イ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
や
持
続
可
能
な
観
光
の
促
進
に
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取
り
組
ん
で
い
く
。
合
わ
せ
て
今
後
五
十
年
間
の
世
界
遺
産
の
保
存
管
理
を
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
世
界
遺
産
委
員
会
に
財
政
・
法
的
な
支
援
を
求
め
て
い
く
。

ま
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
世
界
遺
産
に
関
連
す
る
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
の
講
義
を
中

心
に
、
視
察
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
構
成
さ
れ
る
。

講
義
で
は
「
世
界
遺
産
の
文
脈
に
お
け
る
影
響
評
価
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
ツ
ー
ル

キ
ッ
ト
」https://w

hc.unesco.org/en/guidance-toolkit-im
pact-assessm

ents/

ま

た
関
連
し
て
世
界
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
持
続
可
能
エ
ネ
ル
ギ
風
力
発
電
に
特
化
し

た
「
風
力
発
電
ガ
イ
ダ
ン
ス
」https://w

hc.unesco.org/en/w
ind-energy

、
さ

ら
に
遺
産
の
保
存
管
理
の
有
効
性
を
評
価
し
向
上
を
図
る
「
遺
産
強
化
の
た
め
の
ツ
ー

ル
キ
ッ
ト 2.0

（Enhancing O
ur H

eritageT
oolkit 2.0

）」https://w
hc.unesco.

org/en/eoh20

。
ま
た
、
世
界
遺
産
の
資
産
範
囲
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
示
す
、
世
界

遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
プ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（https://w

hc.unesco.org/en/w
h-

gis/

）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

視
察
は
、
ア
ル
・
マ
ス
マ
ク
（
宮
殿
）
お
よ
び
ス
ー
ク
・
ア
ル
ザ
ル
、
ア
ル
・
ウ
ラ

（
へ
グ
ラ
考
古
学
遺
跡
、
マ
ダ
イ
ン
サ
ー
レ
）、
ア
ル
・
ト
ラ
イ
フ
（
デ
ィ
ル
イ
ー
ヤ
）

の
三
箇
所
を
訪
れ
た
。

ア
ル
・
ウ
ラ
（
写
真
二
）
は
、
リ
ヤ
ド
か
ら
約
七
百
km
北
西
に
位
置
す
る
ハ
ー
イ
ル

市
に
あ
る
ヨ
ル
ダ
ン
の
世
界
遺
産
ペ
ト
ラ
と
同
じ
く
ナ
バ
テ
ア
人
が
築
い
た
紀
元
前
一

世
紀
か
ら
紀
元
後
一
世
紀
の
遺
跡
で
、
巨
大
な
砂
岩
を
頂
上
か
ら
掘
り
込
ん
で
作
ら
れ

た
墳
墓
群
で
あ
る
。
砂
岩
で
壊
れ
や
す
い
た
め
基
本
的
に
人
の
立
ち
入
り
は
で
き
ず
、

強
度
が
し
っ
か
り
し
た
石
室
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
場
合
に
限
り
中
に
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
遺
跡
の
ガ
イ
ド
を
始
め
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
な
ど
こ
の
遺
産
で
働
く
職
員
百
二
十
名
は
す
べ
て
国
の
職
員
。
近
隣
に
は
世
界
遺

産
「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ハ
ー
イ
ル
地
方
の
岩
絵
」
を
構
成
す
る
「
ジ
ャ
バ
ル
・
ウ
ン

ム
・
シ
ン
マ
ン
」（
一
万
年
に
及
ぶ
岩
絵
遺
跡
）
が
所
在
し
、
市
街
地
全
体
を
遺
産
を

生
か
し
た
形
で
開
発
し
、
遺
跡
観
光
開
発
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
た
。
ア
ル
・
ウ
ラ
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
の
題
材
と
し
て
、
①
開

発
計
画
お
よ
び
②
気
候
変
動
の
対
応
策
の
検
討
を
行
っ
た
。

ア
ル
・
ト
ラ
イ
フ
（
写
真
三
）
は
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
の
起
源
と
な
る
十
五
世
紀
の

都
市
遺
跡
で
あ
る
。
本
遺
産
の
研
究
施
設
に
は
多
く
の
研
究
員
が
在
籍
し
て
保
全
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
遺
跡
は
整
備
・
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
跡
の
中
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

作
ら
れ
、
遺
跡
を
学
び
な
が
ら
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
入
場
料
は
無
料
。
谷
を
挟

ん
だ
反
対
側
の
台
地
に
は
、
遺
跡
と
雰
囲
気
を
合
わ
せ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
が

作
ら
れ
、
長
時
間
滞
在
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
現
地
の
人

た
ち
も
多
く
訪
れ
楽
し
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
に
引
き
続
き
二
回
目
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、
世

界
各
地
の
サ
イ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
実
際
に
対
面
し
て
共
に
学
び
、
体
験
を
共
有
し
、

語
り
合
え
た
こ
と
は
本
当
に
得
難
い
経
験
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ
た

こ
と
を
感
謝
し
た
い
。�

（
岡
寺
未
幾
）
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